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石見銀山遺跡は鉱山遺跡としては、アジアで初めて世界遺産登録された遺跡

であります。また、平成22年度は充実した保護を目指すため資産の範囲を拡大

しました。

鉱山活動が激減して久しい日本においては、鉱山そのものが忘れ去られよう

としていましたが、石見銀山の世界遺産登録によって、現在は国内各地の鉱山

遺跡にも光が当てられつつあります。

この世界遺産登録に向けて島根県と大田市では、平成 9年から発掘調査や文

献調査など様々な調査に取り組み、登録後においても引き続きその価値を高め

るために調査を継続しているところであります。石造物調査もこの総合調査の

一環として当初より取り組んでおり、これまでに銀山400年の歴史の姿を次々と

かつ生々しく明らかにしてきました。

本書は、平成24年度に龍源寺間歩から銀山川を隔てて対岸山腹に所在する本

経寺墓地で実施した石造物調査成果を中心に、報告いたします。

本経寺墓地の調査では、 17世紀前半,...,_,20世紀前半に及ぶ寺院付帯墓地とみられ

る石塔群を確認することができました。さらに支配施設である山吹城の一角か

ら転じて、本経寺墓地の成立、展開、衰退と時系列的な土地利用の変遷状況を

確認することができたことなど、多くの貴重な成果を得ることができました。

この調査に際して御協力いただきました関係各位に厚くお礼申し上げますと

ともに、本書が今後の調査研究のみならず、遺跡の保護や整備活用、さらに歴

史学習において広く活用していただければ幸いです。

平成25年 3月

島根県教育委員会

教育長今井康雄





例 言

1. 本書は、石見銀山遺跡総合調査の一環として実施した石造物調査の報告書である。

2. 調査した場所は以下のとおりである。

平成24年度 大谷地区本経寺墓地

（大田市大森町ホ103、ホ105、ホ281-3、ホ281-4、ホ289-4)

3. 調査は次の組織で実施した。
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第 1章調査の目的・対象・経緯

第 1節調査の目的

石見銀山遺跡は中世から近世（特に戦国時代か

ら近世）、さらには近代へと長期にわたって形成

された遺跡である。石見銀山遺跡では開発から閉

山にいたるまでに、繁栄期・停滞期・衰退期・近

代復興期のあったことが明らかになってきている

が、この歴史過程を遺物や遺構といった考古学的

事実に即して詳細に明らかにするとともに、さま

ざまな側面から鉱山遺跡としての特性を把握する

ことにより、石見銀山の実態に迫ることが求めら

れている。

本遺跡における石造物調査は、銀山の開発に関

わった人々の信仰や葬送儀礼、社会の営みとその

変遷の一端を明らかにすることを目的として実施

している。

第 2節調査の対象

一概に石造物といっても①墓碑、石塔、石仏な

どの信仰関連石造物、②石臼や要石などの生産関

連石造物、③街道沿いの道標などの交通関連石造

物、④石切り場など生産地・流通関連石造物、な

ど多種多様なものが認められる。それら全てが石

造物調査の対象となることは言うまでもないこと

であるが、現実には限られた時間・人員等の制約

も多く、全てを調査することは困難である。

したがって、本石造物調査においては、上記の

4つの区分のうち、埋葬関係の遺構群・遺物群の

様相、すなわち墓地とそれを構成する墓石が、銀

山の操業に直接または間接的に関わった武士・鉱

夫・職人・商工業者とその家族等の存在ぶりを具

体的に物語る資料であり、鉱山の盛衰（人口の増

減等）がより直接的に反映されていると考えられ

るとの理由から、①の信仰関連石造物を主な対象

として重点的に調査を実施し、先に挙げた目的に

迫ることとしている。

第 3節調査の経緯

石造物調査（墓石）は島根県教育委員会が石見

銀山遺跡総合整備計画策定のために、昭和60年度

に徳善寺跡などについて、天正から慶長年間の紀

年銘が存在する墓石を中心に一部の確認調査を実

施したことがその始まりである。

平成 9• 10年度には石見銀山遺跡総合調査の一

環として石造物調査が実施されることとなり、仙

ノ山山頂周辺の石銀地区と龍源寺間歩上・妙本寺

上墓地の調査が実施された。この調査では、石造

物のグルービングを心がけ各群の規模と石造物の

種類、あるいはその消長を押えるため、紀年銘が

ある墓石の調査を重点的に進められたが、墓石調

査地の選定を発掘調査と連携した結果、天正や文

禄年間の紀年銘のある墓石が発見され、古い墓石

の存在する地区は生活していた時期も古い可能性

が高いことが明らかになり、発掘調査箇所の選定

にも有効であることが判明した。

こうした石造物調査の有効性が確認されたこと

から、調査の継続と計画の必要性が、石見銀山遺

跡発掘調査委員会により指摘され、平成11年度か

らは以下の 3つの調査を総合的に行うこととなっ

た。

①鉱山全体の石造物の傾向や変遷を把握し、悉皆

調査の必要な箇所を判断する材料を得るため分

布調査。

②特徴的な墓地については構造や変遷を把握する

ために詳細な悉皆調査。

③発掘調査等で得られた成果と関連付けるため、

発掘調査地周辺の石造物やその他の資料につい

て関連調査。

これら 3つの調査のうち悉皆調査については、

①銀山地区・大森地区に位置する、②群としての

まとまりが明確に把握できる、③アクセスが容易

である、④調査環境が比較的よいなどの条件を満

たした墓地のうち、重点的に本遺跡の最盛期と言
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われている戦国時代から江戸時代前半の墓地を選

び、継続的に調査する計画をたてた。

この方針に基づき、石造物調査は平成11年度か

ら分布調査・悉皆調査•関連調査の組み合わせに

よって行われるようになり、妙正寺跡の悉皆調査

を皮切りに 6箇所の寺院墓地を中心とする調査、

及び銀山柵内・大森地区の分布調査が実施され

た。これらの調査成果については、既に報告書が

刊行されている。

平成16年度にはそれまでの調査成果をまとめ、

検討を加えた報告書も刊行され、銀山柵内・大森

地区における石造物調査は一定の成果を得るに

至っている。

その後、平成17年度からは港や街道など周辺部

における石造物の実態を把握するため、温泉津地

区における調査が開始されることとなり、これま

でに恵洸寺、西念寺、金剛院、極楽寺の悉皆的調

査と分布調査が行われた。なお、温泉津地区での

石造物調査は、温泉津伝統的建造物保存対策調査

や港湾調査、街道調査の際に実施されている。

平成22~23年度は、以前に分布調査を行ってい

た石銀地区（墓ill)の悉皆調査を実施した。石銀

地区は石見銀山に於ける初期鉱山業の中心の一角

であり、墓 II·ill•Nの悉皆調査を通して、代官

墓・奉行墓にも匹敵する規模の石塔群が樹立され

ていることが判明した。石銀地区の史的評価を行

う材料は石造物調査からも着々と提供される段階

となっている。

平成24年度は、石銀地区のうち未調査であった

墓Vの調査を予定していたが、平成24~25年度に

実施予定の世界遺産保存整備事業石見銀山地区M

工区落石防護柵設置予定地に本経寺墓地があり、

多数の石造物が存在することが確認されたため、

予定を変更して急逮こちらの調査を実施すること

となった。
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第 2章石見銀山遺跡の位置と歴史

第 1節遺跡の位置と環境

(1)銀山の位置と地質学的背景

島根県は、日本海に面して東西約180km余りの

長い県士を持ち、古代律令制以来の旧国単位で

は、「出雲」「石見」「隠岐」の 3国からなる。石

見銀山は、このうち「石見国」の東部、いわゆる

「石東」といわれる地域に位置している。

東隣の出雲地域では、斐伊川・神戸川をはじめ

とする河川によって、まとまった沖積平野が形成

されている。これに比べて石見では、江の川や周

布川、高津川等の河口近くに若干の平野は広がる

が、海岸部まで山地が迫っており大規模な沖積平

野は見られない。海岸部にまで迫る山塊群に象徴

されるように古くは「石海」「石美」に石見の語

源があるともいわれている。

石見銀山遺跡の中核をなす仙ノ山（標高538m)

は、前期更新世（約100万年前）に火山活動をお

こした大江高山火山群の北西部に位置している。

大江高山、矢滝城山、葛子山、要害山、馬路高山

などから構成されるこれらの山は、「溶岩円頂丘」

または「トロイデ式火山」と呼ばれ、粘性が高い

デイサイトで形成されている。

仙ノ山の鉱脈は、角礫火山岩やデイサイトの員

人岩体、凝灰角礫岩等を母岩とする。鉱脈には、

鉱染鉱床型の福石鉱床、鉱脈鉱床である永久鉱床

という 2つの鉱床が知られている。福石鉱床の鉱

石鉱物としては自然銀、菱鉄鉱を主体として、黄

銅鉱などの含銅硫化鉱物をほとんど含まないとさ

れる。また、永久鉱床の鉱石鉱物は黄銅鉱、黄鉄

鉱を主体とし、輝銀鉱、自然銀などが含まれる。

(2)銀山の歴史的背景

石見銀山遺跡は、周辺の歴史においても地形的

な要因から独特ともいえる特色を有している。以

下に石見銀山周辺の歴史的な環境を概観してみた

し＼

石゚東地域では縄文・弥生時代の発掘調査例が少

なかったが、近年の仁摩温泉津道路に伴う発掘調

査などで資料が増加してきている。仁摩町では、

潮川流域で古屋敷遺跡、五丁遺跡群、川向遺跡な

どで弥生時代前期からの遺物・遺構が見つかって

いるほか、大田市鳥井南遺跡では、日本海を望む

丘陵上で弥生時代～古墳時代の竪穴住居跡等が多

数検出されている。仁摩町大国の庵寺遺跡では弥

生時代中期～後期の加工段や住居跡が見つかって

いる。また、同所の庵寺古墳群では、古墳時代前

期末の精緻な箱形石棺が見つかっており、副葬品

に中国前漠で製作された八禽鏡が納められてい

た。

平安時代前半期の遺跡では、緑釉陶器が出土し

た仁摩町殿屋敷遺跡や円面硯が出士した大田市八

石遺跡が注目される。これらの遺跡は、中世前期

の貿易陶磁も出土していることに加えて、河口に

近い川岸という立地からも海上交通の存在を予感

させるものである。

こうした海岸部の遺跡の他に、仙ノ山から南西

方向へ約 1kmの地点に位置する白杯遺跡では、古

墳時代の住居跡の他に、奈良平安時代の建物跡や
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木簡が多数出土している。

平安時代末期には、石見銀山周辺を包括する大

家荘という大規模な荘園が成立しており、その

後、中世には石見銀山周辺に多くの荘園、国街領

が成立する。仁摩町天河内の白石遺跡、清石遺跡

は、 12~14世紀にかけて継続する遺跡であるが、

総柱構造の主屋をもつ居宅遺構が検出されてお

り、貿易陶磁器も一定量出土していることから、

清原（久利・仁万）氏など在地有力武士層の関与

が考えられる。また、仁摩町馬路の牧原II遺跡で

は、 13世紀代の炉関連遺物が多量に出土してお

り、鉄生産も活発に行われていたことも知られて

いる。

南北朝期には、周防・長門の守護であった大内

氏が石見守護を兼任するが、応永の乱 (1399)で

大内義弘が堺で戦死し石見守護瞭を没収される。

しかし、義弘の弟の盛見は、応永 8 (1401)年に

は大内氏の家督を実力で奪取し、石見国のうち邁

摩郡を分郡として知行した。この分郡知行は大内

政弘の代にも引き継がれた。永正年間 (1504-

1521)に至ると大内義興が石見一円の守護権を奪

回し、大内氏の支配下で石見銀山の本格的な開発

が行われた。

温泉津町湯里の湯里天神遺跡では15世紀代を中

心とした畠遺構が検出されている。ここでは、牛

の足跡や黎跡が多く見つかっており、牛耕が確認

される他、低層の石垣によって耕作地が区画され

ており、現代に繋がる棚田・段々畠景観が15世紀

には形成され始めていたことが知られる。象眼青

磁など貿易陶磁が一定量存在することから、温泉

郷領主の温泉氏が関与する遺跡と考えられる。

天文 6(1537)年以降、大内氏、尼子氏、小笠

原氏、そして毛利氏が銀山領有をめぐって争奪戦

を繰り返した。それに伴う多数の城館が銀山周辺

や街道沿い、港周辺に遺されている。 1560年代前

半には、毛利氏が尼子氏方との銀山争奪戦を有利

に展開し、石見銀山の支配権を徐々に確立した。

慶長 5 (1600)年 9月の関ヶ原の戦い直後に、

徳川家康は石見銀山に禁制を発し、いち早く直轄

化を図った。江戸期に入ると安濃郡と遁摩郡は幕

府直轄の石見銀山領となり明治維新を迎えてい

る。

第 1図 石見銀山遺跡の範囲図
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第 3章 本経寺墓地の調査

第 1節本経寺・西善寺の概要 森町内の民家に移築され、現在も往時の偉容を偲

本経寺は日蓮本宗の要法寺 （京都市）の末寺で ぶことができる。

ある。『石見銀山百か寺』によれば、本経寺は山 一方、本経寺墓地の下方に所在した西善寺は山

号を「松樹山」とし、大田市の法蔵寺末の五寺の 号を「龍雲山」と称し、元は真言宗であったとす

一つとして、銀山大谷の田中良左衛門が檀越とな るが五世閑専の時に浄土真宗に改宗したとする。

り、聖主院日顕が開基となって天正年間に創建さ 度々火災に遭い古記録が焼失し、創建の由緒等は

れたという。 不明であるが、七世龍雲が貞享三 (1686)年に過

大正14年に銀山大谷から仁摩町大国上市に移転 去帳を製作している。

し、建物のほか境内にあった石碑・五輪塔なども 明治 7年、 15世龍野西性の時に廃仏毀釈の動き

大国に移転している。昭和27年 9月には日蓮上人 を避けるため、馬路村の横田重太郎の協力により

700回忌法要を盛大に催していることが古写真な 馬路町神子路に移転したが、平成 6年に無住とな

どから知られるが、四年後の昭和31年に23世住戦 り廃寺となっている。

日悠上人が亡くなられてから無住となり廃寺と 銀山大谷にある旧西善寺境内地は、龍源寺間歩

なっている。 坑口から市道銀山線を隔てて斜向かいの地にあ

銀山大谷の旧境内地は保存され、本堂の基壇が り、現在は空き地となっている。

残されているほか、 寺の正門は仁摩町大国から大

第 2図 石見銀山遺跡仙ノ山周辺図
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第 2節本経寺墓地の概要

本経寺墓地は、山吹城跡の所在する要害山東南

側斜面の標高249~253m付近にある上段と、標高

229~236m付近にある下段平坦面に展開してい

る。旧本経寺跡の境内地は、銀山川によって形成

された狭長な河岸段丘を利用して設けられてお

り、標高217m前後である。墓域は、境内の背後

の要害山南東側の斜面を利用して設けられてい

る。

本経寺墓地が大きく分けて「上段」、「下段」の

2ヶ所に分けられることは前述したが、両者の中

間の標高237~242m付近には、中段とでも言うべ

き平坦面が所在する。この中段平坦面は、現状で

幅50m、奥行き22mの規模を持ち、中央付近を山

吹城登山道が縦断している。登山道の北東側は、

石造物な どが存在しない空閑地が広がるが、道よ

り南西側は浄土真宗に特徴的な「釈」戒名を持つ

円頂方柱型墓標が多数存在している。この浄土真

宗墓地については、直下の市道銀山道に隣接する

西善寺跡に附属する墓地の可能性が考えられた

が、工事の影響範囲でもないため、今回の調査で

は地形測量を行ったのみで悉皆調査を行っていな

し‘

本゚経寺墓地を含む石見銀山柵ノ内周辺では、平

成 9年度に石造物分布調査が実施されている。

『石見銀山遺跡石造物調査報告書 5』では、本

経寺跡墓地は「40群」として掲載され、総数224

基の石造物が存在し、内訳として、一石宝炭印塔

17基、一石五輪塔 8基、組合五輪塔 7基、組合宝

簑印塔 5基、角塔181基、 石仏 3体の記載がある。

今回、西善寺墓地と推定される浄土真宗墓地がこ

れに内包されることが判明し、ここに少なくとも

円頂方柱型墓塔178基、地蔵 1体が所在している

ことが確認されたため、本経寺墓地の内訳につい

ても変更が生じる事となった。

さて、前述の下段平坦面は、長さ約75m、奥行

き約10mほどの規模で、 7~8ヶ所程度の小空間

に細分される。石造物は下段平坦面の南西側に集

中しており、北東側や中央部で点在する石造物は

中段、上段平坦面から転落したものと考えられ

る。

17世紀~18世紀に造立された多く の石造物は自

然倒壊や改葬などにより原位置を保っていない

が、 19世紀以降に造立された墓塔には当初の状態

を保つものも見られた。

下段の悉皆調査の結果、組合せ五輪塔 7基、組

合せ宝懐印塔 2基、 一石五輪塔 9基、一石宝徳印

塔18基、無縫塔 2基、自然石 2基、地蔵 3基、円

頂方形墓標52基、円頂方柱墓標 6基、位牌形墓標

4基、円頂六角形墓標 5甚の計110基が確認され

た。

また、上段平坦面では組合せ宝椀印塔 7基、一

石五輪塔 3基、一石宝簑印塔 5基、地蔵 1基、円

頂方形墓標 4基の計20基が確認された。上段では

17世紀~18世紀前半の期間に造墓が行われている

が、その後は墓域としては活用されていないよう

である。そのため、原位置を保つ石造物は皆無で

全ての墓石が倒壊、転倒した状態であった。

今年度の悉皆調査で確認された本経寺墓地の石

造物の数としては合計130墓となり、下段平坦面

の北東下方に所在する 0家・ Y家墓地（日蓮宗・

妙蓮寺の檀家）約20基と推定西善寺墓地の石造物

を含めると約330甚が「40群」の範囲に所在する

ことが明らかとなった。

［参考文献］

1 三瓶古文書を読もう会1995『石見銀山百か

寺』

2 島根県教育委員会・大田市教育委員会2005

『石見銀山遺跡石造物調査報告書 5一分布調査

と墓石調査の成果ー』
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第 3節発掘調査・悉皆調査の経過

平成24年度の石造物調査は、当初仙ノ山山頂近

くに所在する石銀地区の石造物を継続調査する予

定であったが、平成24~25年度に実施予定の世界

遺産保存整備事業石見銀山地区M工区落石防護柵

設置予定地に本経寺墓地が存在することから、調

査対象地を急逮変更することとなった。

調査内容は、①落石防護柵の設置箇所に予定さ

れた平坦面の遺構・遺物の有無を確認し、防護柵

の設計に反映することを目的としてトレンチによ

る発掘調査を行うことと、②本経寺跡石造物の悉

皆調査を行い、石造物の造立時期、分布状況、石

造物の特色などを把握することを主眼とした。

発掘調査は平成24年 6月18日~9月10日までの

間で、延べ18日間行った。また、 8月7日には、

田中義昭氏、大橋泰夫氏、山根正明氏を招いて調

査指導会を開催し、考古学 ・石造物・城館の各分

野からの指導・助言を得た。

発掘調査の成果については、 8月27日に県庁記

者クラブで報道発表を行い、ついで、現地説明会

を9月1日11時~12時30分に開催して、 50名の参

加を得た。

本経寺墓地の石造物悉皆調査は、延べ17人が参

加して、 8月6日~10日にかけて実施した。

発掘調杏の成果については、別に本報告を行う

予定であるので概略を以下に記すに留める。

1トレンチ

標高237~242m付近にある幅約50m、奥行き22

mの平坦面で、この中央部を縦断する山吹城登山

道より西側は西善寺墓地、東側は空閑地にわかれ

ている。現在の登山道を越えて東側には墓域が展

開しないことから、道自体が江戸時代以前に遡る

可能性がある。

1トレンチは東側空閑地に幅 2mX長さ 10mの

範囲で設定した。 トレンチの谷側では、表土下15

cmほどで、岩盤を掘削した平坦面を検出した。平

坦面の谷側部分については、岩盤掘削により発生

した拳大～人頭大の礫を充填して平坦面の拡幅を

行っている状況が確認された。

山際の部分は、 lm近くの堆積土があったが、

平坦に掘削加工された岩盤直上から、唐津などの

陶磁器、鑓の鉄製石突、無文銭、火縄銃の弾丸、

鉄釘、鉄板、銅管、把手状銅線などの遺物が出土

している。陶磁器等の年代から、この平坦面が廃

絶したのは16世紀末~17世紀初頭（慶長期）と考

えられる。

2トレンチ

2トレンチは本経寺墓地下段の中で、石造物が

造立されていない北東側の平坦地に幅 2mX長さ

5mの範囲で設定した。ここでは山際で岩盤を確

認したが、 トレ ンチ谷側の状況では、複数回の斜

堆積により生成された平坦地を利用して、さらに

人為的に平坦面が拡幅されたことが観察できた。

斜堆積の土中からも戦国期～江戸時代前半と推定

される土師器片などが出土している。 2トレンチ

は西善寺墓地の直下にあり、「釈」戒名の墓石が

複数碁付近に転落している。

3トレンチ

3トレンチも本経寺墓地下段の中で石造物が造

立されていない平坦面中央部に幅 2mX長さ 10m

の範囲で設定した。ここは幅50~100cmで平面形

が「コ」字形の浅い区画溝に囲饒された、幅23m

x奥行き 6mほどの空間であり、区画内に建物跡

などの存在が想定された。

調査の結果、明確な礎石や柱穴跡は確認できな

かった。石見銀山跡の山中に所在する平坦地は近

代～昭和40年代までは畑など農耕地として利用さ

れており、礎石などがあったとしても原位置から

は移動されている可能性が高いと考えられる。

山際では岩盤を確認したが、谷側はトレンチを

約1.5m掘り下げたが岩盤は未検出であり、人為

的な整地士と見られる土層中からは戦国期～江戸

時代前半頃とみられる土師器皿、鉄釘、無文銭な

どが出土している。

発掘調査の結果を概観すると、 1トレンチを設

定した平坦面は16世紀末~17世紀初頭の遺構・遺
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第 4図 本経寺墓地全体平面図 (S=l/300) -9~10-





物が良好な状態で残されており、銃弾や鑓の石突

など武器の出上や直下に石垣が存在することから

山吹城の一角を構成する郭である可能性が考えら

れる。

2• 3トレンチは山吹城関連の普請とは断定で

きないが、 16世紀末~17世紀初頭に何らかの理由

により整地が行われたと判断できる。
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第 5図 本経寺墓地下段東南部周辺図 3(S=l/200) 
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第 6図本経寺墓地上段周辺図 (S=l/200)

-12-



第 7図 山吹城郭跡・ 西善寺墓地周辺図 (1/300)

第 4節確認された石造物の概要

本経寺墓地では今回の調査において、いくつか

の形式の存在を確認することができた。ここで

は、各墓石の様相について記す前に、本経寺墓地

において確認できた形式について、その概要を記

すこととしたい。なお、基本的に石材は、大田市

温泉津町福光で産出される石材である福光石であ

るが、明］台時代以降では花岡岩製品が僅かに見ら

れる。

一石宝筐印塔

方柱状の石材を、上から相輪・笠・塔身・基礎

と加工して造作された墓塔である。これまでの調

査で石見銀山においては、この形式が中世末期か

ら近世初頭にかけて石造物の半数近くを占めるこ

とが明らかとなっている。本経寺墓地において

は、上段で 5基、下段で18基確認された。

一石五輪塔

一石宝炭印塔と同様、方柱状の石材を加工する

もので、上から空輪・風輪・火輪・水輪・地輪が

造作されている。上段で 3埜、下段で 9甚確認さ

れた。そのうち上段で確認された 2甚には地輪の

一而に地蔵が陽刻された稀少なものであった。

組合せ宝箇印塔

塔を構成する相輪・笠・塔身・基礎がそれぞれ

に造作されたもので、それらが組み合わされるこ

とにより完成する募塔である。その特性ゆえに本

来の組み合わせを維持したまま樹立しているもの

はないため、実数の把握は難しい。上段では笠部

が 7基分、相輪部が 7基分確認されており、最小

でも 7基は造立されていたと考えられる。

下段では笠部が 2基、基礎が 1基確認される

が、石塔が群集する範囲から外れた場所に点在す

ることから上方から転落した部材と考えられる。
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組合せ五輪塔

塔を構成する空・風・火・水・地輪がそれぞれ

に造作されたもので、それらが組み合わされるこ

とにより完成する墓塔である。その特性ゆえに本

来の組み合わせを維持したまま樹立しているもの

は少ないため、実数の把握は難しい。下段に 7基

以上の存在が確認されている。本経寺の僧侶墓及

び本堂再建時の逆修塔と推測される天保年間に造

立された 2基は樹立された状態で現存している。

円頂六角形墓標

頭部は丸く、幅に対して厚さが薄い縦長形状を

呈するもので、正面は枠囲いの中を削り込んでい

るものが多い。多くは蓮弁を表現した請花状台座

とセットとして造立されるが、本経寺墓地におい

ては本来の組合わせを特定できてはいない。下段

で5基が確認された。

地蔵

本経寺跡では、座像のものが上段で 1基、下段

無縫塔 で3基確認している。本来は基礎を伴うがセット

円柱状石材の先端部を尖らせ、下部を窄ませる 関係を確認できるものはなかった。西善寺墓地で

ように造作した部分と、円形あるいは方形の台 1基確認された地蔵は、本経寺墓地上段からの転

座、または蓮台からなるものである。僧侶階層の 落品と考えられる。

墓塔として採用されたもので、本経寺墓地におい

ても、歴代住職の墓所として造立されたと判断さ 円頂方柱墓標

れる。下段で 2基が確認されている。 17世紀末から江戸時代を通じて造作される形式

で、頭部が丸く、横方向の断面形が正方形に近い

位牌形墓標 ものである。浄士真宗門徒で使用される傾向があ

屋根付位牌形が主体で、屋根は両端が反り上が る。下段で 4基確認できるが、中段の西善寺墓地

り中央上部に小円を表し、下部に葉状の装飾を付 からの転落品が含まれる可能性がある。

けるものである。 18世紀に見られる形式である。

下段で 4基が確認されている。 自然石墓標

特に意識的な造形は施されないが、戒名を刻む

円頂方形墓標 面だけはやや平滑に仕上げられる。下段に 2基存

縦長長方形で頭部が丸い形状の墓標であり、幅 在する。

に対して厚さが薄いものを包括したものである。

上段で 4基、下段で51基が確認されている。 18

世紀以降に普遍化する形式で、特に日蓮宗で多用

される。本経寺墓地でも主体を占める形式であ

り、下段では47%が本形式である。

第 5節墓地と石造物の配置

上段

上段は、現状で標高250~251mの平坦面と標高

253mの平坦面の二つの平坦面が認められる。上

の段は幅17mX奥行き 7m、下の段は幅21mX奥

尖頂方形墓標 行き 6mの規模を持っている。両平坦面は 2mほ

縦長長方形で頭部が尖った形状の募標であり、 どの段差をもっているが、その崖面には203、204

幅に対して厚さが薄いものを包括したものであ などの組合せ宝徳印塔が露出していることから、

る。下段で 1基が確認されている。 本来的には同一の平坦面であったものが、地滑り

などで平坦面のほぼ中央から谷側の部分がずり落

ちたものと判断した。
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地滑り前の上段平坦面は、奥行き10mほどの規模

をもち、その中央に203、204など 7基の組合せ宝

医印塔が横一列に配置され、その側面・前面に付

随するように一石宝炭印塔、一石五輪塔、円項方

形墓標が配置されたと推察される。

上段では、寛永 3 (1626)年銘のある宝簑印塔

墓礎203が最も古い紀年銘資料である。その他に

組合せ宝簑印塔、一石宝筈印塔、一石五輪塔など

17世紀代の石造物が20基中15基と75%を占めてい

る。円頂方形墓標は 4基のうち、 3基に紀年銘が

確認され、享保17(1732)年、寛延 3 (1750) 

年、同 4 (1751)年に造立されている。墓標型の

石造物は厚さが薄く、謄を持ち、正面部分に奇ljり

込みによる凹面を持つなど墓標型の中では古い要

素をもったもののみが存在している。

これらの状況を鑑みると上段の石造物は、少な

くとも寛永 3 (1626)年頃には造立が始まり、寛

延 4 (1751)年頃まで造墓が行われたものと推測

される。下段には存在しない組合せ宝徳印塔が 7

基以上造立されることから、初期の本経寺墓地の

中でも造墓の切っ掛けとなるような格が高い階層

の墓域と推察される。

下段

下段は 1トレンチを設定した標高234mの平坦

面（幅25mX奥行き 5m)、 2トレンチを設定し

た標高233mの平坦面（幅23mX奥行き 6m、上

方に幅21mX奥行き 3mの平坦面が附属する）に

は上方から転落したもの以外の石造物はない。本

来、石造物が樹立されることがない墓地に附属す

る建物などが所在したものと考えられる。

石造物は下段平坦面西南端の幅20mX奥行き 6

mの平坦面とその上方に付帯する幅12mX奥行き

2mの平坦面に集中的に分布している。一石五輪

塔 9基、一石宝簑印塔18基は中央部に密着して集

積してあり、ある時期に再配置された結果とみる

こともできる。このことから17世紀代の一石宝筈

印塔・一石五輪塔の造墓はどの部分から始まった

のか明らかにし難い。これらの17世紀代の造立と

考えられる石塔には、 99のように文字が記される

例があるが紀年銘が判読できる個体はなかった。

18世紀前半～中頃の享保 (91)、寛延 (85.

32)、宝暦 (30. 31) などの紀年銘のある墓標は

下段の中でも最も南西奥部に集中している。ま

た、地蔵や組合わせ五輪塔の部材もその近辺にあ

ることから18世紀の造墓は平坦面南西奥で行われ

ていることが推察される。

18世紀半ば以降の造墓は下段平坦面の北東へ、

あるいは平坦面の谷側へ展開していくことがうか

がえる。

18世紀後半には、上段平坦面の造墓が中止さ

れ、本経寺僧侶など高い階層の組合せ五輪塔

(5. 6)や無縫塔 (49. 52) も下段平坦面に造

立されている。

第 6節各種墓石の様相

本経寺墓地で確認できた石塔は11種類で、その

他に石塔の下に敷く台（板）石がみられる。（第

8 ~17図）。以下、個別に様相を述べる。

一石五輪塔は、上段に 3基、下段に 9基がみら

れる。（第 8図）

特殊なものでは、 209• 225のように地輪の一面

に蓮弁上に座して合掌する地蔵を陽刻するものが

あげられる。石見銀山遺跡の中でも類例を見ない

稀少なものである。

57は、平面形が長方形であり、五輪塔としては

特異な形態といえるものである。

一石五輪塔では、 99に紀年銘らしき刻字がみら

れるが判読できない。当調査区内では紀年銘を判

読できる個体が無かったが、これまでの石造物調

査の成果から、概ね17世紀初頭~18世紀前半に位

置付けることが可能であろう。

一石宝箇印塔は、上段に 5甚、下段に18基が確

認された。（第10図）
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一石宝悛印塔についても、紀年銘が記されたも

のはなく、時期を特定できる資料はないが、これ

までの石造物調査の成果に照らし合わせてみれ

ば、 17世紀初頭~17世紀第 3四半期にかけて造立

されたものと考えられる。

一石宝憶印塔の造立年代の 1つの指標として、

慶長期に製作されたものは、基礎部の立面が正方

形に近いが、元和～寛永年間に製作されたのもの

では基礎が縦長になり、時代が新しくなるにつれ

て基礎が縦長になるというこれまでの研究状況が

ある。本経寺墓地の一石宝簑印塔は基礎が地中に

埋没しているものが多く資料に制限があるが、基

礎の縦長化がやや進んだ段階のものが多いことか

ら寛永期以降の造立の可能性が考えられる。慶長

期の一石宝疲印塔に見られる相輪伏鉢の表現がな

く、全て伏鉢部分に請花を施したものになってい

ることも元和・寛永期以降の造立であること首肯

するものである。

組合せ宝箇印塔は、上段に笠部 7基、相輪部 7

基、墓礎 1基が確認された。下段では、笠部 2

基、墓礎 1基が確認されたが、石造物の集中範囲

から外れた範囲に点在することから、本来は上段

に樹立されていたものが転落したものと考えられ

る。（第11図）

笠部の個体数からみて最小でも 9基が存在する

ことになる。各部位が別造りのため本来の組合せ

や数量を確認することは難しい。仮に相輪部210、

笠部・台座204、墾礎203などを組合わせると総高

140cm程度の中規模の組合せ宝簑印塔となる。

基礎は、 98、203の 2基が確認されたが、この

うち203には「寛永三 (1626)年」の紀年銘が判

読された。本経寺塞地で17世紀代の紀年銘が確認

できるものはこの一個体のみであり、墓地の利用

開始時期を考える上で重要である。

製作年代は、基礎上部の反花座が簡略化され、

正面の格狭間表現や縦蓮子の消失から17世紀的な

新しい様相を見て取れる。塔身の残存状況は悪

い。方形の石材であり転用されることが多く、残

存しにくいと思われる。笠は、軒下の縦蓮子を表

現するものは無く、請花蓮弁を持つもの (204.

220) と何も表現しないもの (71.202.205.212.226. 

227)に2分される。蓮弁を持つものは、全て間

弁を表現しており、間弁が消失したものは見られ

なかった。隅飾り内側に表現された線刻の輪郭は

先端が大きく蕨手状に巻き込むものが多い。

隅飾り間に表現された段級数は二段が基本であ

るが、一段 (204) も存在する。

相輪は、基本的に先端の宝珠と請花、九輪部、

下部の請花と突帯と伏鉢からなる。型式は、②宝

珠の下に蓮弁の請花を持ち、素面の九輪部の下端

に請花を表し、突帯を挟んで最下部に伏鉢を造作

するもの (210など）、③宝珠の下に蓮弁の請花を

持ち、素面の九輪部の下端に請花を持たず、突帯

を挟んで伏鉢を造作するもの (211) に2分され

る。

龍昌寺跡の調査報告では③のような伏鉢＋突帯

の上部に請花を持たない相輪は，慶長11(1606) 

年以降の造立と考えているが、②のように伏鉢十

突帯の上部に請花を持つ相輪は石銀地区墓 IIで

は、 1618年、 1621年の紀年銘を持つものが確認さ

れており、少なくとも慶長10年代～元和年間は両

者が共存している可能性が高い。（島根県2002.

2012) 

組合せ五輪塔は、上段では確認されず、下段で

7基以上の存在が想定された。（第 8~ 9図）

造立当初の状況を保つのは、 5 (天保十年）、

6 (天保二年）である。 5は基壇を加えた総高が

159cm、 6は同じく 180cm以上の大型塔である。

80、96、90、97、86は倒壊していたため、組合

せを推定しながら復元したものである。何れも本

来の五輪塔部分だけで高さ100~130cmとなる。

5、 6ともに地輪の高さ：幅の比率が 1: 0.83 

であり天保期の地輪の形状を示している。 97は紀

年銘がないが地輪の高さ：幅の比率が 1: 0.80で

-16-



あり、火輪や請花付台座の形状が 5、 6に類似す

ることから19世紀前半頃の造塔と考えられる。

また、 80、86、90は地輪が正方形に近い形状と

推定され、火輪の軒が一度屈曲し界線が現れ、 ニ

重軒線に表現される手法から18世紀代の造立と推

定された。

無縫塔は、下段に 2基（第16図）所在する。

塔身は甚部直径が小さく、頂部にかけて径が大

きくなる。 49は、側面が直線上でやや三角尖頂気

味の形状であるが、 52は上部が円球状となる。

52は、「文化十四 (1817)年」 の紀年銘がある。

49は紀年銘が判読できなかったが、 52に隣接して

所在していたことから18世紀前半の造立と推定さ

れる。

本経寺墓地では歴代住職や寺院関係者の墓石と

して、組合せ五輪塔 (5.6.)、円頂方形墓標

(68)、自然石墓標 (103) などもみられ、無縫塔

の採用率は必ずしも高くない。

ではこの状況が確認できる。文政年間に入ると一

転して墓標正面が平面のタイプが主流を占めるよ

うになり、天保元 (1830)年の製作された14が正

面剖り込み凹面を持つ最後の個体となる。

逆に、墓標正面が平面のタイプは66が寛政八

(1796)年に出現した後、文政年間 (1818~1829) 

に円頂方形墓標の主流となっている。

中間形態として従来剤り込み凹面としていた部

分に線刻による界線を施した37や、同じく線刻に

よる五輪塔を表現した39(天明六 (1784)年）が

存在している。

尖頂方形墓標は、下段に 1基存在する。（第12

図-92)

破損のため紀年銘は確認できないが、厚みが薄

く、下段南東隅に存在することから18世紀前半に

造立された可能性が高い。

円頂方柱墓標は、下段に 6基存在するが、その

うち 2基は近代のものである。（第16図）

円頂方形墓標は、上段に 4基、下段に52基存在 11、13は、「釈」戒名であり、浄土真宗の墓石

する。（第12~16図） と考えられることから他所からの持ち込みか、上

円頂方形墓標の構成要素の中で、型式変遷が顕 方の西善寺墓地からの転落品と考えられる。

著な部分は「贖」の有無、墓標正面の剖り込み凹 2 (文政 2年）は、「妙法」の戒名頭字から日

面の有無である。この点に着目すると上段に所在 蓮宗の墓石と判断できる。

する216(享保十七年）， 217, 218 (寛延三年）， 同じ日蓮宗寺院である妙正寺墓地では円頂方形

223 (寛延四年）は何れも謄を持ち、墓標正面が奇lj 墓標201基に対して、円頂方柱墓標は143基を占

り込み凹面とする特徴を持っている。 め、決して少数派ではない。本経寺墓地の中では

下段では、 91、22、31、32、85が騰と墓標正面 円頂方柱墓標は極めて稀な存在といえ、同一宗派

の剖り込み凹面の両者を備えている。これらは享 の中でも寺院によって墓石の志向が異なることが

保17年～宝暦元年に造立されており、 18世紀前半 うかがえる。

段階の円頂方形墓標の特徴が示されているといえ

よう。 位牌形墓標は、下段に 4基存在する。（第12

「胴」は18世紀後半には消滅し、円頂方形幕標 図）。

は転倒防止のため厚みを増すことが指摘されてい 紀年銘を持つものは、 23(安永八 (1779)年）、

る。では、墓標正面の剖り込み凹面の状況はどう 30 (宝暦十 (1760)年）の 2基である。膿を持つ

であろうか。 18世紀の間は、ほぼ剖り込み凹面を ことや墓標正面を剤り込み凹面とすることは円頂

持つタイプで占められ、 19世紀初頭の文化年間ま 方形墓標の古層のものと共通する。
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日蓮宗妙正寺墓地では、明和年間 (1764~1772

年）を境に型式消滅し、笠付方柱型墓標に置き換

わるとされるが、本経寺墓地では若干遅れる時期

まで位牌形築標が使われた可能性を示している。

23、27、30は下段の中でも標高236m付近の 1

段高い狭長な平坦面に六角形墓標などと並んで造

立されており、幕標型式としては円頂方形墓標よ

り格上であることが推定される。

第 7節本経寺墓地の調査のまとめ

本経寺墓地の調査では、石造物130基を実測し

た。また、本経寺墓地の一角に貫入する形で西善

寺墓地が造営されていることが判明し、ここで

179基の墓石が確認された。

本経寺墓地の墓塔としての組合せでは、 一石宝

簑印塔23甚、一石五輪塔12埜、組合せ宝筐印塔 9

甚、組合せ五輪塔 7基、円頂方形墓標56基、円頂

方柱墓標 6基、位牌形墓標 4基、円頂六角形墓標

六角形墓標は、下段に 5基存在する。（第13図） 5基、地蔵 4基、無縫塔 2基、自然石墓塔 2基が

寛政二 (1790)年に造立された 2から、文政十 確認できた。

(1827)年に造立された28まで、 37年間に 5基が

造られている。

本経寺墓地では、位牌形墓標の後継型式として

導入されており、造立された場所も位牌型墓標に

近接している。文政年間になって製作された24、

28も正面を剖り込み凹面とするなど古態を踏襲す

る丁寧な製作振りは、同時期の円頂方形墓標より

格上であることを裏付けている。

自然石墓標は、下段に 2基存在する。（第16図）

81は、嘉永五 (1827)年に製作されたもので、

砲弾型の立面の一面を平滑に仕上げて戒名などを

刻字している。 103は、高さ73cmの自然石で、刻

字の内容から寺僧墓と推定される。
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◆造墓開始時期

最古の紀年銘は寛永三 (1626)年の組合せ宝徳

印塔（第11図-203)である。

17世紀の紀年銘が判読できたのは、 203のみで

あるが、その他の組合せ宝簑印塔、組合せ五輪

塔、一石宝簑印塔、一石五輪塔を概観しても、積

極的に寛永三年以前に造立されたと言えるものは

ないことから、寛永三年を余り遡らない時期に造

墓が開始されたと考えられる。

ここで問題となるのは、第 1トレンチの発掘成

果からも言えるように当地が山吹城の一角、或い

は城内である可能性が高いことである。浜田市教

育委員会所蔵の「元和年間石見国絵図」では、山

吹城主郭に建物が描かれ、麓に御銀蔵が描かれて

いる。このことから、元和年間 (1615~1624年）

には山吹城が銀山支配の拠点として機能している

ことが指摘される。また、益田三宅御士居の別館

を第 2代石見銀山奉行である竹村丹後守道清の屋

敷として大森に移築したとされ、それは竹村が就

任した1613年から、益田が幕府大森領であった

1619年までの間と推定される。(I) 上記の推定が事

実であれば1619年までに銀山の支配機能は山吹城

から大森の陣屋に移転した可能性がある。

山吹城の支配拠点としての機能が厳密に何時移

動したのか決定的な論拠はないが、 17世紀前半の

どこかで行われたことは共通認識といえる。
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山吹城が支配拠点の機能を大森陣屋に譲った

後、城跡は放置されたり、庶民に開放されたわけ

ではない。旧城内は、用地や樹木が管理され、一

般住民の居住や坑道採掘も原則的には禁止されて

いるようである。

このような土地管理状況の中、一部の寺院など

には土地の使用が許された可能性がある。本経寺

墓地の場合は、元和年間の支配機能移転後の山吹

城内に塞域設定の許可があったことを推察させる。

●墓地の継続と展開

石見銀山遺跡での募塔型式の変遷では、 17世紀

中頃～後半に中世的な一石宝徳印塔、一石五輪

塔、組合せ宝簑印塔が衰退し、替わって円頂方

形、円頂方柱墓標などを主体とする墓標系墓塔ヘ

の移行が認められる。

18世紀の墓標系石塔としては、 216(享保17

(1732)年）、 91(享保十八 (1733)年）が紀年銘の

確認できる始発のものである。ここで問題となる

のは、一石五輪塔、 一石宝徳印塔が18世紀の第一

四半期まで造立されたか否かが不鮮明であること

である。つまり寛永 3年以降、江戸時代を通じて

ほぼ継続的な造墓活動があったのか、 17世紀末～

18世紀初頭に若干の断絶があるのかは判然としない。

このように墓地の継続性には若干の疑念を挟む

余地もあるが、概略をまとめると本経寺墓地では

17世紀には一石宝懐印塔、 一石五輪塔、組合せ宝

筐印塔が造立され、 18世紀前半には、組合せ五輪

塔、円頂方形墓標（謄付、正面削り込み凹面）が

出現・流行し、 18世紀後半には円頂方形嵯標（廣

無し、正面剖り込み凹面）、位牌形墓標が流行し

ている。 19世紀の文政年間以降は円頂方形墓標

（正面平面）とやや先行して発生した六角形墓標

が階層性を伴って共存している。

天保年間～安政年間になると、上位階層の墓標

として使用された六角形墓標が消滅し、ほぼ円頂

方形墓標に収敏される。上位階層墓の消滅は、天

保年間以降、銀山の年間生産高が銀100貫を下回

る状態が恒常化し、鉱山としての衰退とも連動し

ていると考えられる。 (2)

下段の墓域の微細な変遷について、 5段階に分

けて表示したものが第18~20図である。

第 1段階 (17世紀）では、造立された一石五

輪塔、一石宝簑印塔は多いが、原位置を保ってい

るのか不明であり、下段平坦面の中央部に再集積

されているようにも見える。

第 2段階 (1730~1750年）では、下段の南西

隅の部分で組合せ五輪塔や円頂方形墓標（朦付．

正面剤り込み凹面）の造立が見られる。また、中

央平坦面の奥部や上段部に円頂方形墓標（膊付．

正面剖り込み凹面）の造立が見られる。

第3段階 (1751~1789年）では、下段南西隅

の造墓が終了する一方で、中央平坦面の奥部や上

段部に円頂方形墓標（膊なし・正面剖り込み凹

面）や位牌形墓標の造立が継続的に行われている。

第4段階 (1790~1830年）では、中央平坦面

の造墓域がやや谷側前面に展開するようになり、

さらに新規の墓域として下段最南端の標高239m

付近の平坦面での造墓が開始される。

第5段階 (1831~1860年）では、第 4段階の

造墓域のさらに谷側近接地で造墓が行われ、現在

に近い墳墓景観が形成される。

下段南西隅の範囲は、第 2段階のみ造塞が行わ

れ、 18世紀後半以降には継続しないことがわか

る。上段の墓域の造墓活動の停止を含め、造墓の

停止が造墓域の移動を示すのか、造墓主体の家族

の消滅などの現象を示すのか判然としないが、 18

世紀中頃が退潮しつつある石見銀山の経営にとっ

て、画期の一つであることは指摘できよう。
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第19図 本経寺墓地下段東南部の墓域変遷図 2(S==l/200) 
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之六 月 コ 蔵阜 ニニ月 徳0月 且＋ 七 ン 日 文
オ 日 --t---t-

之ヽ

八
日 三五 日

オ日

I 

蓮正
篇直

製た正 加正 す正 さ正

H す0 は

史す正 す゚ す正
弁面 高面 え面 る面 れ面 る面 る面
をは さは さは たは は るは 底部 ° は 底部 ° は
施平 は平 は凹 高平 剖 平 下奇1j

に!噴7） 1J 

備
す面 5面 7面 戸 り バ,.,,弓 ,--端 り

で 1 0 2 0 込 に
貸 胴を k一込ま 瞬を k＿ 込ま

望 cm基 7ニ ま さ
戒 壇゚

c~ 塁
れ れ 備蓮れ ，蓮れ 考

名 を 花を 凹 ~ ぇ弁凹 弁凹
下 加 商加 段゚ 面 犀 る施を面と る施を面と
に え 石~ス- を と に

1828 1828 1922 1835 1806 西暦

＇ 
下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 所在

第15図 第15図 第15図 第13固 第13図 第15図 第13図 第13図 第15図 挿図番号

I 
整理番号I 

117 116 115 114 113 112 111 110 109 旧番号

円 円 円 円 円 円 円 円

~ 頂 嬰 贋 贋 問 嬰 贋 開 種
方

星 ヽ ヽ ヽ 』 星 温標 i 温 別
標 標 標 標

＇ 
標 標

I 

49.0 460 37.5 30.5 49.0 I 40.5 43.0 425 46.0 全高

22.5 20.5 19.0 17.5 I 21.0 I 19.0 18.5 20.0 21.5 最大幅

口
箕光壬天 施俗名智覚米天

ロ ~ 

00半妙岸童女 保七天

妙
□文 俗十口覧寛 十 文

0 妙法i文化 00喜 口口□政十寛 人妻同 行年三 新俗名 相浄□嘉氷ニ倉俗名 □政 施妙四保九 主於童兵保 名ーロ 罪十-— 月- 乳
喜゚郎＝ 八未辛

治照十 主雲月 ヲ サ 子 工 六 又月見
郎軍信亥 廣信廿戌 キキ 子未 兵十 巳 良十 申壬 フエ 贔 三宝一 モ十平 1王圭酉午己 銘
立平士十 平女二 ヨ 俗十 衛八 妹六- 名胄 郎嬰核 未 立ト 八オ 7 
之三 日 名一 日 1日 八 子正 子五

十 月 梅月 子

i 見 見 之 月
八 十 次十

I 
I 文

才 日 7ニ l I． ヽ 七 八 十

日 l 日 日 日 八

j 
日

えに 加正 負嵐 す正 た， を正 塁固 備;{.'弁正

端下に正 を正
た蓮正 え面 る面 施面

I 
る 面昌は

よ面 加面
高弁面 たは をは は すは をは にりは えは
さをは ，平 施平 寿lj は゜凹 皐孟 蓮弁外内平面

篇さ言゚

備
は施平 は:10 日 史面 り 7二岡
6す面 で 込 2重 で 麿て 施すを。 区を であ1 • で 7ニ ま cm基下 は二
cm基‘ 3重 戒 れ 段端 戒

によ
分る 7段 考

゜壇戒 ・基 名 凹 をに 名
雙ハ k ー

けが 2の
を名 5壇 下 面

加え 蓮弁 1 
下 屯 cm基

加下 cmを に と に を蓮 壇゚
一l

1827 1838 1835 1797 1812 1836 1811 1799 1849 西暦

下段 下段 下段 下段 下段 I 下段 下段 下段 下段 所在
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第10図 第16図 第16図 第16回 第11図 第12図 第11区 第16図 第12図 第16図 挿図番号

整理番号

90 89 88 87 86 85 84 83 82 81 旧番号

暑 閾 羹 醤 嬰 乱方 喜 塁
眉且召

農 種
五 五 五 石

雷 信 ! 信 別

(108.0) (24.5) 51.0 48.0 34.0 66.0 (18.0) (20.5) (32.5) 42.5 全高

43.0 22.0 30.0 26.0 34.0 21.0 22.0 21.0 25.0 最大幅

望
~ 

十
ヽ

~ 
~ 

屋乙倉多 妙法 嘉永五ヽ

月

八日 - 午天灰 ヽ

□'土子二

銘

事 ~ 
一I¥ 

文
日

叶 』
正 正

窟は
歪す正

' 
を上 る゚す正 名正

面 面 逮

” 
歪百 麿百

I 平
で あの の

せ は

皇す
る0み0 悶胃 全 ぱ 麿胃

｀ 
備

は 8 8 
唇に

開 30 ：魯 見〗
8 90 

ft 畠像 畠像
6 加

と上 と 眉 工 考

溢は
組面 れ凹 月 し、
むに 因門 醤 て面
か胴 か いと 戒

1750 1827 西暦

下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 所在

第 8図 第11図 第 8図 第 8図 第10図 第10図 第12図 第12図 第12図 挿図番号

整理番号
ードー

99 98 97 96 95 94 93 92 91 1B番号， 誓 喜 仇方
尖

岱方石 呈 旦 ! ， 種
五 五 五

信 ， 信 雷 < ， 星 旦 別
標 標

42.0 (22.5) 112.5 (84.0) (52.5) 91.5 (40.0) (47.5) 51.0 全高

18.5 29.0 39.3 39.0 20.0 23.0 21.0 28.0 23.0 最大幅
．． 

i ＇ I 8 
旦 且

十尻智善享保十

~~ 八 銘
ロ
ロ

ヽヽ

文

る部空

直
乗地

明° 組ムロ

はははi ! 
す正 す正 す正~, !日! 
る面 る面 碍！せ は は

に は

盆す に

剖 tJ 1t1 備

りは

! す
塁

に り

皇岱゜ ； 込 込 に込., ん ん 胃令
畠乳地塁 品定； 座 ~ は

で で 考
凹 昌 孟す旦と

に 不 ~ と

I 1733 西暦

下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 所在
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第16図 第16図 第 10図 第 8図 第 8区l 第 8図 第 8図 第 8図 挿図番号

I 
」- I 整理番号I 

I ＇ 
63 62 61 60 59 58 57 56 I 55 旧番号

I —i 
円 円 円

贋 贋 旦 i 標

石 石 石 石 石 種
五

且塔 I 五 五

』
形 ， 悶 旦 悶冒 I 別

＇ 
52.0 51.5 (55.5) 76.0 (23.5) (38.5) 52.0 73.5 (54.5) 全高

23.0 22.5 25.0 31.0 15.0 13.0 21.0 20.0 18.0 最大幅
一l

〇〇金蔵立 俗名紋蔵 妙法春成蓮信士月三廿三月日 文政＋ 亥年 ”「天 ；8： • ロ
ロ

主 □ 月保十 塁儡同三 口二
口 銘

三十九オ 応乗迎阻 十九日五辰• 

郎 t 之 文

晶
I ス

弁正 cm座台弁正
に[

さ 3 胄空 因旦 算盤が側の平面 溢
空

は面 ＂ は面 1段
塁なは をなは 9部

4の
埋けt るi 玉厚さ厖か

は
い平 加い平呵 互魯

円

! 
備

面 ス ゜

'l 
状は長方 形

た高はさ 請花施を 戒名下
c5m 加を

地 に 1 を

悶 面 な 8形 保

I 
え 環 に るcm0で、 つ 考

下

< 在
埋

に 6 しに の ま と罰蓮 7た蓮 高 下 つ
， 

1827 1844 1900 西暦

下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 所在 I

第 8図 第 11図 第 12図 第16図 第16図 I 第15図 第16図 第13図 第16図 挿図番号

＇ —• 

整理番号

80 I 71 70 69 68 67 66 65 64 旧番号

＇ ー↑ ー•

組 喜 畠 円 円 円 円

i 
円

合 頂 贋 贋 開 嬰 種
五

I 
形 方

信 墓 ヽ 』 温 星
標ヽ i 標 別

標 標 標
I --

(92.0) 

I 
16.5 (36.0) 48.5 49.5 40.0 67.5 50.5 (44.0) 全高

,― トー

I 42.0 (33.0) (39.0) 21.5 21.5 18.5 23.0 20.5 20.5 最大幅

~ 本

浄廿世膿院 十九世富山妙法修蓉院 蒜永五子
伊せ俗名リ 妙旭童保天

~ 

俗0i名妙法春妙月文化八

~ 

俗 □天 喜 胃 甚00氏 年三＋ 俗名カ ! ~ 0 名□ 保九00是 蔵娘ク 女- 八
甚0法戌戊 辰 世

照i正
五ナ 銘

宦旦右半庵相壬 境日 廣嶋口□二月 事
、

五+月四 ~ 境建之日 喜才 、四

廿 ~ 之工住信 四 造立長遠徳三日 七 せ 十月 之
門月 日 ん 八 ロ 文

士十
之；

日
九 日
日

I 
一l

組 cm本 正 正 忌嵐 盃畠 〖嵐 不正
合 ‘体 面 面 明面
せ 笠の は は さは し は は
は 部厚 平 平 は平 て 剖 誓 備
推 のさ 面 面 5岡 し＼ り
疋『→—,

厚 は 3 る

> し
さ ；雷 た て
は 1 め お 考
1 1 

I 
cmを 正 凹

晶細4 • 加 面 面
cm 5 え は と

I 
1838 1852 1830-1844 1796 1811 1839 西暦

.,-.. 

下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 所在
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第10図 第10図 第10図 第12図 第15図 第15区l 第16図 第10図 第13図 挿図番号

整理番号

45 44 43 42 41 40 39 38 37 旧番 号

見 仇方 畠 円

仇方互 I 闊 I 畠
嬰

I ~ 
種， i 温 直 星 』 別

標 標

(37.0) (29.5) (27.0) 53.0 51.0 41.5 48.0 (78.5) 50.0 全高

27.0 26.0 24.5 22.0 21.0 I 190 21.0 23.0 21.0 最大幅

~ 

0〇花喜惣手 妙法 天保二万巴辛 l 〇〇勘右工 妙法妙成信尼 十三四月B天保九戌

~ ~ ~ I 
r—―、

三妙法I迷 天
塁

月明

お 十一日 午六年
ヽヽ 銘

とら ~八 ~ 尼

；キi 女六日 娘r, 
心 み墓き 念音 -年

~ 道
心 文

日
サ

歪〖 歪i
且各』自

す正上贔 正 正 畠悶 i 名轟る面 面 面
は は は む五 れは

奮分 円名 剖は 平 平 信 渭 備

註；各嘉 ~! 凶旦 面 面 は

月
の 盆

に
まし 腐

よ
し、 れて る 考

て施 凹い

醤名
区

いさ さ 雷 戸 嘉るれ れ

1831 1838 1786 西暦

下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 所在

第15図 第15図 第16図 第10図 第 8図 第16図 第10図 第10図 第10図 挿図番号

整理番号

54 53 52 51 50 49 48 47 46 旧番号

仇方
円

＇ 
: 塔開 旦

石

I i 闊
旦

種

温 ! ! 塔ヽ ， 別
標

41.0 41.0 40.0 (50.0) 49.5 (53.5) (45.0) (22.0) (20.0) 全高

20.0 19.0 20.0 24.0 15.0 21.5 (23.0) 23.0 25.0 最大幅

00作母吉 俗名ヲノプ 妙法妙全信女保天九戌四

00ll 俗名妙法詮九保天 口妙法文朋

：： i = 辰璽明十月 五
月 D

父十良 三日 牛
口口法明師 四 銘
日丁

月
丑
年

八 文
日

正 高と弁正 i齊

』 >i 〇基

闘 ~i 『i面 を cm礎

は さ施すを。 面は 含 を
平 5 平 め に い丸 含 はに 点 中に 備

面 2 面゚ る ， み ん

且没す

り直 ,; c5・m基壇を 戒名
と 腐 だ

夏 ， ＜、 円 考
゜加下 4 
えに 3 ？ る蓮 cm 7 基 基 基

1838 1834 1817 西暦

下段 I 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 所在
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第12図 第 10図 第15図 第13図 第 12図 第13図 第13図 第13図 第13図 挿図番号

整理番号
・-

27 26 25 24 23 22 21 20 19 旧番号

畠 円 標円 畠 標円 円 標円

>
I 闊

嬰 頂 頂 贋 ？頂 種

星 岱 ! 
I¥ ． 

方， i 
形

｀ 
標 畠 言

柱 別
墓

--
(170) (54.0) 42.5 54.2 530 56.5 53.0 (39.5) 50.5 全高

29.5 23.0 19.0 230 (21.0) 23.0 21.5 (21.5) 21.0 最大幅

施主丞貞之 〇0新衛0兵l妙法宗薫信士 文政七ニ九車月

~ 玄 ~ ~ ロ
施俗名妙法妙!文政 8 合墨

苗詈ュ之同古 郎〇〇友重 収院了品E文化七午八・I! ＇ 
~ ~ 

甚蔵立 三至天明

主O゚□ 元
ヲ □ 八 ~ □ 

之廿九月 妙祐信女 四甲カロ キ 日呈
名口 ‘ 銘

源助之 年廿才夕 年十八月 、- シ -贔 口右 十 B 辰

運信士 ＋ 月
ノ ノエ ~ 贔 門

日 口~-

I 
文

日 四 日
日

重扁 歪； 正 伊 全自
『息

4面゚ 正 麿畠 乗す正

:悶 0) 

面
る胃

cm 面 り'る0 面は

り苔
は るは

,座界~ 
に

平 剖 奇l」 剖 戸 総高二重剖り 備

』 面 り り 凹り

闘 恰 込 ，拾 1 はの込

『晶
ま 5 7切ん

盆施
れ れ るれ 醤げ cm 0石基 で 考

の cm 凹
るは さ 凹 凹 さき 剖

胃墨れ 面 面 重 1凹 り,__ 
＇ -

1824 1818 1779 1810 1800 1784 西暦
ート―

下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 下段 所在
--

第15図 第 16図 第13図 第13図 第12図 第12図 第 12図 第 15図 第13図 挿図番号
I 

整理番号

-
36 35 34 33 I 32 31 30 29 28 旧番号

ー"一
円 円

i i 標

>
円 腐 円 標円

>II i 標

贋 閃 頂 種

i 』
星

I 標

岱
標

星
別

標

34.0 48.5 47.5 44.0 
I 

(48.5) (34.0) (44.0) 48.0 48.0 全高
一l

- -

18.0 I 21.5 18.5 215 19.5 17.5 27.0 21.5 220 最大幅

作子吉 妙法妙善童 竺五月 保天十 俗名ウ 0〇豊 キ『九嘉氷 彗
~ 

8利肯五
r—―、

墨
0九妙法-寛延

~ ~五 ~ 宝

俗名0a 塁中 寂光妙文政 00倉之妙法寒 文政十亥＋ 
八月 延享 ~ ~ 

-+月 ~ 暦十辰庚善ク廿月 五 恥i 五三 月
テ口口 信女円元年十日五

行年廿一メ三郎妻 口口□仁l三日 子年

七申 日寅
平太 日-午甲 ロ-己 ヽ 、

銘
キ女 辰 日

‘ 
日霊巳 i 旨星 '1i-夕 子 天

7 ‘ 子 乱ハ女

I 
i 文オ 日
日

以上基壇 正 白直 と正

f! すと込ま瞬は があ 正 ― 辛未年 すとま瞬は 正 行すと正

上胃
す面 碍酋

るれニ‘欠損
面

う゚る゚ 面はさは るは るれニ欠損 は

且孟 閉責 凹の~は ヽ iは~ま
備

剖 凹奇I」 重 重

畠吉向 て一一
5 り

面すと 込リま

’’ 
阻i・ ；付き薔は；雷 込

ま 底部 年 面れ 考

『胃
cm゚加を れ るれ き‘ 取

凹 凹剖 に い 公玉 昇 り凹
cm石 え 面 重 面り 朦゜暦 面込 を面

ト―

1844 I 1852 I 1746/1776 1774 1749 1751 1760 1818 1827 西暦

下段 下段 I 下段
直 ーーし 下段 l_ 下段

I 

下段 下段 下段 所在
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第 14図 第 8図 第 11図 第 9図 第 9図 第14図 第14図 第16図 第 10図 挿図番号

整理番号

， 8 7 6 5 4 3 2 1 旧番号

: 方

＇ 
悶 讐 >

方

i 標

石 贋 星
種

五 五 五

! 信 ， 信 信 』 星 > 別
標

56.0 80.0 (32.5) (170.0) 108.5 115.5 91.5 46.0 (65.0) 全高

255 24.0 (38.0) 41.5 42.0 33.0 33.5 19.5 20.0 最大幅

- 妙^妙法法 保^天本堂 -騰-当：天． 
器彰院大妙法南無 七日 日 く見妙塊逆修当山明-山 正 日照顕大

施主00i 妙法本星 五月 文政□塁 十 十 死治明

道婆ふ娑を な御法リ‘ 唸浄廿世贈 治十五＝ ＝ 
卯辛 所蔵 八

名紋蔵同 父償± 五日 二外年］ 

r—―、

‘‘ー一‘‘ー一‘ 世ハ 治日 年九＋月 華経蓮 十三四正年十六
銘~; 月

‘‘‘ 照 十
~ ヽ

五 予〗 はの 八
日

且塁
乳百

塁！

文
一日

互危
てこ 長~ 

十 ゆと 日

正 嗜 ， 
ける゚段の9段に3瞬花畠は 辛卯年" 

が乗座据を三重 高はつ― 塁 4〇壇石基 然自
正 す軒

面 ,-＂ 碑

面 汀iは 品
る゚ え切の cm5• を石基壇

は
平 で

! 材

温 円盆
備

面
空輪欠鑽は租製切積製切の に天保 総高 ｀ 石基璽 67• 基壇上は‘ 
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